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◆
募
集
規
定
　
用
紙
一
枚
に
つ
き
２
首
（
句
）
ま
で
と
し
、
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
問
い
ま
せ
ん
。
必
ず
、
地
区
名
と
名
前
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
先
　
〒
２
８
９
―
０
２
９
２
　
神
崎
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　
◎
応
募
い
た
だ
い
た
短
歌
等
は
各
会
で
選
考
の
う
え
、
掲
載
し
ま
す
。

�

今
思
う
あ
の
一
票
は
魔
が
差
し
た  

細
　
辛�

ア
ノ
・
・
チ
ョ
ッ
ト
・
顔
色
伺
う
朝
帰
り  

五
　
月�

電
車
内
思
い
渦
巻
く
人
乗
せ
て  

ハ
イ
ジ�

ア
ル
バ
イ
ト
代
よ
り
高
い
野
菜
で
す  

竹
　
女�

色
々
と
有
り
ま
し
た
け
ど
ね
え
あ
な
た  

喜
　
伝�

新
タ
ワ
ー
イ
ナ
バ
ウ
ワ
ー
と
花
見
す
る  

正
　
夢�

数
字
に
は
弱
い
が
計
算
高
い
人  

只
　
尾�

立
ち
枯
れ
が
立
ち
上
が
れ
日
本
バ
イ
ア
グ
ラ  

久
　
助�

す
み
ま
せ
ん
オ
ナ
ラ
が
自
然
に
出
て
ま
し
た  

お
か
め�

オ
バ
タ
リ
ヤ
昼
と
夜
で
は
色
違
い  

若
　
葉�

究
極
は
売
ら
な
い
買
わ
な
い
自
分
で
耕
せ  

萩
　
乃�

い
ろ
い
ろ
と
ま
だ
あ
り
そ
う
な
夫
婦
仲  

久
　
七�

駅
ハ
イ
ク
屋
根
は
神
社
で
中
仏
像  

つ
る
や�

雨
上
が
り
カ
エ
ル
に
お
経
上
げ
て
や
り 

ふ
じ
や�

泥
田
が
青
田
に
変
わ
る
五
月
空 

山
　
花�

神
崎
で
一
句
詠
み
待
つ
列
車
か
な 

乗
客

重
　
鎮�

茶
髪
か
ら
黒
髪
に
戻
す
新
人
社
員 

〃

達
　
人

蜘
蛛
の
囲
や
明
日
の
天
気
を
占
へ
り 

本
　
宿

大
野
　
歌
子�

初
鰹
銚
子
港
の
大
漁
旗 

並
　
木

飯
田
喜
久
子�

山
巓
に
藤
房
揺
ら
し
神
の
杜 

本
　
宿

　
柳
　
迪
子�

本
堂
と
並
ぶ
高
さ
よ
朴
の
花 

香
取
市

澤
田
多
恵
子�

産
土
の
高
き
に
藤
の
揺
れ
て
を
り 

並
　
木

酒
井
　
朝
子�

今
も
な
ほ
文
学
青
年
白
絣 

本
　
宿

森
之
小
人

苗
代
に
種
を
蒔
き
終
え
見
上
げ
た
る
柿
の
若
葉
の
産
毛
が
ひ
か
る�

植
　
房

大
河
　
菊
江�

鶯
の
澄
ん
だ
音
色
墓
地
に
き
て
二
声
三
声
若
葉
に
消
え
る�

 

立
　
野

飯
合
　
英
一�

今
日
一
日
初
夏
の
日
射
し
に
充
ち
足
り
て
新
芽
若
葉
に
山
ふ
く
ら
み
ぬ�

 

新

宝
田
　
せ
つ�

薫
風
に
吹
か
れ
山
路
を
登
り
来
て
眼
下
に
見
え
る
若
葉
の
里
よ�

 

四
季
の
丘

佐
藤
　
竹
子�

水
張
り
し
田
圃
は
蛙
ず
の
合
唱
で
若
葉
の
な
か
に
と
ひ
ば
り
飛
び
立
つ�

 

本
　
宿

今
井
　
　
勉�

田
に
畑
に
五
月
の
日
々
を
か
け
め
ぐ
り
若
葉
の
そ
よ
ぐ
道
ゆ
き
帰
へ
る�

 

小
　
松

高
橋
　
は
な

�

短
歌
・
俳
句�

川
柳  

募  

集�

　

　近年は、地球温暖化の影響ともいわれる異
常気象により、猛烈な集中豪雨に伴う土砂災
害で、全国で多くの被害がでています。
　突然襲う土砂災害に対して、日ごろのから
の備えが重要になります。
　町では、「土砂災害ハザードマップ」を作
成し、ご家庭に配布していますので、日ごろ
の備えにご活用ください。

平
成
４
年
に
小
松
を�

　
襲
っ
た
土
砂
災
害�


